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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年10月3日(2013.10.3)

【公開番号】特開2012-88602(P2012-88602A)
【公開日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-018
【出願番号】特願2010-236311(P2010-236311)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/16     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/16    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   7/02    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   5/00    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月19日(2013.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ群、正の
屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群より構成され、ズーミングに際して、
前記第１レンズ群は不動で、前記第２レンズ群と前記第３レンズ群と前記第４レンズ群が
移動するズームレンズにおいて、
　前記第２レンズ群と前記第３レンズ群との間に開口径が固定のフレアカット絞りを有し
、前記フレアカット絞りはズーミングに際して移動することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　前記第２レンズ群の広角端と望遠端における横倍率を各々β２ｗ、β２ｔとするとき、
　３．５＜β２ｔ／β２ｗ＜６．５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記第３レンズ群の広角端と望遠端における横倍率を各々β３ｗ、β３ｔとするとき、
　３．６＜β３ｔ／β３ｗ＜１０．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１または２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
　広角端における全系の焦点距離をｆｗ、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２とするとき
、
　－２．２＜ｆ２／ｆｗ＜－１．８
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項５】
　広角端における全系の焦点距離をｆｗ、前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１とするとき
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、
　１１．０＜ｆ１／ｆｗ＜１４．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項６】
　前記フレアカット絞りは、広角端から望遠端へのズーミングに際して、像側へ移動ある
いは物体側に凸状の軌跡で移動することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記
載のズームレンズ。
【請求項７】
　前記フレアカット絞りは、ズーミングに際して、前記第２レンズ群及び前記第３レンズ
群とは異なる軌跡で移動することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のズ
ームレンズ。
【請求項８】
　広角端から望遠端へのズーミングにおける前記第３レンズ群の移動量をｆ３ｓｔ、前記
フレアカット絞りの移動量をＳｓｔとするとき、
　１．２＜Ｓｓｔ／ｆ３ｓｔ＜２．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項９】
　前記第３レンズ群の全体あるいは一部は、光軸に対して垂直方向の成分を持つように移
動して、撮影画像を光軸に対して垂直方向に移動させることを特徴とする請求項１乃至８
のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載のズームレンズと該ズームレンズによって形成さ
れた像を受光する撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１１】
　前記ズームレンズは広角側における有効像円径が望遠端における有効像円径よりも小さ
いことを特徴とする請求項１０の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　Ｇは光学フィルター、フェースプレート等に相当する光学ブロックである。ＩＰは像面
であり、デジタルスチルカメラやビデオカメラの撮影光学系として使用する際にはＣＣＤ
センサやＣＭＯＳセンサ等の固体撮像素子の撮像面が、銀塩フィルム用カメラのときはフ
ィルム面に相当する。収差図において、球面収差はｄ線，ｇ線について示している。非点
収差図においてΔＭ，ΔＳはメリディオナル像面、サジタル像面である。倍率色収差はｇ
線によって表している。また、ＦｎｏはＦナンバーである。ωは半画角（度）である。尚
、以下の各実施例において広角端と望遠端は変倍レンズ群（第２レンズ群）が機構上光軸
上移動可能な範囲の両端に位置したときのズーム位置をいう。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　より好ましくはフレアカット絞りＦＣはズーミングに際し第２レンズ群Ｌ２及び第３レ
ンズ群Ｌ３とは独立に（異なった軌跡で）移動するのが良い。第２レンズ群Ｌ２、第３レ
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ンズ群Ｌ３はズーミングに際して増倍に寄与するように、各々像側と被写体側へ移動させ
ている。このため、フレアカット絞りＦＣは画面周辺光量を確保するために第２レンズ群
Ｌ２とは独立に像側へ移動させるのが良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　なお、各実施例のズームレンズは、諸収差のうち歪曲収差の補正を電気的な画像処理に
よって補正しても良い。特にデジタルカメラやビデオカメラ等の撮影系は歪曲収差が小さ
い事が好ましい。この為、広角側は最大撮影範囲（有効像円径）に対して小さい撮像範囲
とし、歪曲収差の補正を行えば、更なる前玉有効径の小型化が容易になる。即ち広角端に
おける有効像円径が望遠端における有効像円径よりも小さいことが良い。
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